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目的

開始時期

関連企業連携の下、官民データを利活用することによって、ビジネ
ス手法による地域課題の解決を図るとともに、企業誘致や起業促進
を図る

今年度前半

1



（仮称）スマートシティ推進協議会

総会

運営委員会

WG WG WG ・・・

【ICTベンダー】

【サービス事業者】

【通信ネット
ワーク事業者】

【金融機関】

【大学等研究教育機関】

【行政】 【テレワーク、コ
アワーキングス
ペース運営事業
者】

（仮称）スマートシティ推進協議会イメージ図
資料３

第２回逗子市財政再建検討会議
2019年（令和元年）５月17日

2



防災分野

・観測地点の水位センサー等を設置し、リア
ルタイム庁内でデータを把握

・避難所へスマートメーターを設置し、電力
使用量から避難所の開設状況、停電状況を判
断

・レンタサイクルにGPSロガーを設置し、観光

客の満足度向上や、新たな観光資源を活用した
観光施策を展開

観光分野

・歩数と医療データをもとに健康アドバイス
をアプリ配信し、歩いた分だけ健幸ポイント
がたまり、公共交通や日常品の買物に使える
仕組みを導入

・ウェアラブル端末による認知症高齢者等の
見守り、地域における事故予防を行う

福祉分野

・ドライブレコーダの記録を分析し、ヒヤリ
ハット発生地点の特定を行う

・買い物難民の居住地情報を踏まえた近所の拠
点（公園・集会所等）へ自動運転移動販売車の
提供をおこなう

交通分野

共通プラットフォーム

●共通プラットホーム（データ連携基盤）を構築し、産学民官による「スマートシティ協議会」と連
携し、データ利活用による地域課題の解決を推進

スマートシティ推進協議会 官民産 学
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